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）
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、
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年
表

　
社

会
、

科
学

技
術

、
科

学
的

助
言

関
連

の
出

来
事

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
　

　
　

　
  

 　
　

　
　

「
科

学
的

助
言

」
、

有
本

・
佐

藤
・
松

尾
・
吉

川
著

、
東

京
大

学
出

版
会

、
2
0
1
6
を

基
に

作
成

年
代

社
会

の
主

な
出

来
事

科
学

技
術

に
関

連
す

る
主

な
出

来
事

科
学

的
助

言
関

連
の

出
来

事

1
9
4
0

　
ヤ

ル
タ

会
談

（
'4

5
）

　
ブ

ッ
シ

ュ
報

告
「
科

学
-
果

て
し

な
き

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

」
（
'4

5
）

　
国

連
教

育
科

学
文

化
機

関
（
U

N
E
S
C

O
）
設

立
（
'4

6
）

　
第

二
次

世
界

大
戦

終
結

('
4
5
)

　
原

子
爆

弾
の

開
発

・
投

下
（
'4

5
）

　
国

際
学

術
連

合
会

議
（
IC

S
U

、
3
1
年

設
立

、
9
8
年

に
国

際
科

学
会

議
に

改
称

）
と

U
N

E
S
C

O
の

連
携

（
'4

6
)

　
国

際
連

合
設

立
（
'4

5
）

　
世

界
初

の
実

用
電

子
デ

ジ
タ

ル
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
（
'4

6
）

　
世

界
保

健
機

関
（
W

H
O

）
設

立
（
'4

8
）

　
日

本
国

憲
法

施
行

（
'4

7
）

　
ト

ラ
ン

ジ
ス

タ
発

明
（
'4

8
）

　
食

品
衛

生
法

（
'4

8
）

　
中

華
人

民
共

和
国

成
立

（
'4

9
）

　
湯

川
秀

樹
が

日
本

人
と

し
て

初
め

て
ノ

ー
ベ

ル
賞

（
物

理
学

賞
）
を

受
賞

（
'4

9
）

 日
本

学
術

会
議

設
立

（
'4

9
）

1
9
5
0

　
朝

鮮
戦

争
勃

発
（
'5

0
）

　
全

米
科

学
財

団
（
N

S
F
）
設

立
（
'5

0
）

　
世

界
気

象
機

関
（
W

M
O

）
設

立
（
'5

0
）

　
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
講

和
条

約
発

効
（
'5

2
）

　
D

N
A
二

重
ら

せ
ん

構
造

の
発

見
（
'5

3
）

　
国

際
社

会
科

学
協

議
会

（
IS

S
C

）
設

立

　
米

国
ア

イ
ゼ

ン
ハ

ワ
ー

大
統

領
「
A

to
m

s
 f

o
r 

P
e
a
c
e
」
演

説
（
'5

3
）

　
自

民
党

長
期

政
権

開
始

（
'5

5
）

　
森

永
ヒ

素
ミ

ル
ク

事
件

（
'5

5
）

　
科

学
技

術
庁

、
原

子
力

委
員

会
総

理
府

に
設

置
（
'5

6
）

　
日

本
が

国
際

連
合

に
加

盟
('
5
5
)

　
ソ

連
が

世
界

初
の

人
工

衛
星

ス
プ

ー
ト

ニ
ク

1
号

打
上

げ
（
'5

7
）

　
米

国
で

大
統

領
科

学
顧

問
が

任
命

、
大

統
領

科
学

諮
問

委
員

会
（
P

S
A

C
）
設

置
（
'5

7
）

 日
本

高
度

経
済

成
長

ス
タ

ー
ト

　
米

国
で

N
A
S
A
お

よ
び

国
防

高
等

研
究

計
画

局
（
D

A
R
P
A
）
が

設
立

（
'5

8
）

　
米

国
で

大
陸

間
弾

道
ミ

サ
イ

ル
（
IC

B
M

）
実

戦
配

備
（
'5

9
）

　
科

学
技

術
会

議
設

置
（
'5

9
）

1
9
6
0

　
日

米
安

全
保

障
条

約
締

結
（
'6

0
）

　
水

俣
病

が
社

会
問

題
化

　
新

薬
事

法
制

定
（
'6

0
）

　
キ

ュ
ー

バ
危

機
（
'6

2
）

　
レ

イ
チ

ェ
ル

・
カ

ー
ソ

ン
『
沈

黙
の

春
』
（
'6

2
）

　
米

国
ア

イ
ゼ

ン
ハ

ワ
ー

大
統

領
が

離
任

演
説

で
軍

産
複

合
体

に
つ

い
て

警
告

（
'6

1
）

　
日

本
が

O
E

C
D

に
加

盟
（
'6

4
）

　
米

国
の

キ
ー

リ
ン

グ
が

長
期

的
な

二
酸

化
炭

素
濃

度
の

上
昇

傾
向

を
実

証
（
'6

1
）

　
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
('

6
4
)

　
東

海
道

新
幹

線
の

開
業

（
'6

4
）

　
米

国
の

ハ
ー

ベ
イ

・
ブ

ル
ッ

ク
ス

が
P
o
lic

y 
fo

r 
S
c
ie

n
c
e
と

S
c
ie

n
c
e
 f

o
r 

P
o
lic

yの
概

念
を

導
入

（
'6

4
）

　
日

本
の

G
N

P
が

世
界

第
2
位

('
6
8
)

　
公

害
対

策
基

本
法

('
6
7
)

　
英

国
で

政
府

主
席

科
学

顧
問

が
任

命
（
'6

4
）

　
核

不
拡

散
条

約
（
N

P
T
）
（
'6

8
）

　
大

気
汚

染
防

止
法

('
6
8
)

　
文

部
省

測
地

学
審

議
会

が
地

震
予

知
研

究
計

画
('
6
4
)

　
大

学
紛

争
（
'6

8
）

　
カ

ネ
ミ

油
症

事
件

('
6
8
)

　
サ

リ
ド

マ
イ

ド
事

件
を

き
っ

か
け

に
「
医

薬
品

の
製

造
承

認
等

の
基

本
方

針
」
が

策
定

（
'6

7
）

　
ベ

ト
ナ

ム
戦

争
の

泥
沼

化
　

ア
ポ

ロ
1
1
号

に
よ

る
世

界
初

の
有

人
月

面
着

陸
（
'6

9
）

　
地

震
予

知
に

関
す

る
調

査
・
観

測
・
研

究
結

果
等

の
情

報
交

換
を

行
う

地
震

予
知

連
絡

会
の

設
置

（
'6

9
）

　
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

原
型

A
R

P
A

N
E

T
構

築
開

始
（
'6

9
）

　
IC

S
U

が
環

境
問

題
科

学
委

員
会

を
設

立
（
'6

9
）

1
9
7
0

　
大

阪
万

博
（
'7

0
）

　
環

境
庁

発
足

（
'7

1
）

　
米

国
議

会
に

技
術

評
価

局
（
O

T
A
)設

置
（
'7

2
）

　
ブ

レ
ト

ン
・
ウ

ッ
ズ

体
制

終
結

（
'7

1
）

　
ト

ラ
ン

ス
・
サ

イ
エ

ン
ス

概
念

の
登

場
（
'7

2
）

　
米

国
で

ニ
ク

ソ
ン

大
統

領
に

よ
り

大
統

領
科

学
顧

問
お

よ
び

大
統

領
科

学
諮

問
委

員
会

（
P
S
A
C

）
が

廃
止

（
'7

2
）

　
米

中
接

近
（
ニ

ク
ソ

ン
訪

中
）
（
'7

2
）

　
国

連
人

間
環

境
会

議
（
ス

ト
ッ

ク
ホ

ル
ム

会
議

）
（
'7

2
）

　
米

国
連

邦
諮

問
委

員
会

法
が

制
定

（
'7

2
）

　
沖

縄
返

還
（
'7

2
）

　
ロ

ー
マ

ク
ラ

ブ
『
成

長
の

限
界

』
（
'7

2
）

　
第

一
次

石
油

シ
ョ

ッ
ク

（
'7

3
）

　
遺

伝
子

組
み

換
え

技
術

の
確

立
（
'7

3
）

　
米

国
で

大
統

領
科

学
顧

問
が

復
活

（
'7

6
）

　
原

子
力

船
む

つ
放

射
線

漏
れ

事
故

（
'7

4
）

　
地

震
予

知
研

究
の

た
め

の
地

震
予

知
推

進
本

部
が

設
置

('
7
6
)

　
ロ

ッ
キ

ー
ド

事
件

（
'7

6
）

　
ア

シ
ロ

マ
会

議
が

遺
伝

子
組

み
換

え
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

審
議

（
'7

5
）

　
東

海
地

震
発

生
に

対
す

る
社

会
的

不
安

を
背

景
と

し
て

大
規

模
地

震
対

策
特

別
措

置
法

が
制

定
('

7
8
)

　
世

界
初

の
P
C

・
A
pp

le
Ⅱ

が
発

売
（
'7

7
）

　
短

期
的

地
震

予
知

に
向

け
た

地
震

防
災

対
策

強
化

地
域

判
定

会
が

気
象

庁
の

私
的

諮
問

機
関

と
し

て
設

置
('
7
9
)

　
第

二
次

石
油

シ
ョ
ッ

ク
（
'7

9
）

　
ス

リ
ー

マ
イ

ル
島

原
子

力
発

電
所

事
故

（
'7

9
）

　
1
9
6
0
年

代
後

半
の

整
腸

剤
キ

ノ
ホ

ル
ム

に
よ

る
神

経
障

害
（
ス

モ
ン

）
大

量
発

生
を

き
っ

か
け

と
し

た
薬

事
法

改
正

（
'7

9
）

1
9
8
0

　
イ

ラ
ン

・
イ

ラ
ク

戦
争

（
'8

0
）

　
ス

ペ
ー

ス
シ

ャ
ト

ル
初

号
機

打
上

げ
（
'8

1
）

　
IB

M
産

業
ス

パ
イ

事
件

で
日

本
企

業
社

員
ら

が
逮

捕
（
'8

2
）

　
米

国
で

戦
略

防
衛

構
想

（
S
D

I）
計

画
開

始
（
'8

3
）

　
米

国
N

R
C

が
リ

ス
ク

評
価

と
リ

ス
ク

管
理

を
区

別
す

べ
き

と
す

る
原

則
を

提
示

（
'8

3
）

　
プ

ラ
ザ

合
意

（
'8

5
）

　
米

国
が

競
争

力
重

視
を

明
示

し
た

ヤ
ン

グ
・
レ

ポ
ー

ト
を

公
表

（
'8

5
）

　
日

本
学

術
会

議
の

会
員

選
出

方
法

を
公

選
制

か
ら

学
会

推
薦

制
へ

変
更

（
'8

4
）

　
 急

激
な

円
高

　
チ

ェ
ル

ノ
ブ

イ
リ

原
子

力
発

電
所

事
故

('
8
6
)

　
フ

ィ
ラ

ハ
会

議
に

お
い

て
科

学
者

ら
が

各
国

政
府

に
対

し
て

地
球

温
暖

化
の

国
際

的
な

対
策

を
要

請
（
'8

5
）

 日
米

貿
易

・
技

術
摩

擦
　

ス
ペ

ー
ス

シ
ャ

ト
ル

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

号
事

故
（
'8

6
）

　
米

国
、

日
本

の
「
技

術
タ

ダ
乗

り
」
を

厳
し

く
批

判

　
国

鉄
分

割
民

営
化

（
'8

7
）

　
ベ

ル
リ

ン
の

壁
崩

壊
、

東
西

冷
戦

終
結

（
'8

9
　

日
本

企
業

ﾛ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｪﾗ

ｰ
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

等
買

収
、

米
企

業
が

日
本

メ
ー

カ
ー

に
特

許
訴

訟
、

　
科

学
技

術
庁

科
学

技
術

政
策

研
究

所
（
N

IS
T
E
P
）
設

立
（
'8

8
）

　
消

費
税

3
%
導

入
（
'8

9
）

　
ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

計
画

開
始

（
'8

9
）

　
気

候
変

動
に

関
す

る
政

府
間

パ
ネ

ル
（
IP

C
C

）
設

立
（
'8

8
）

  
天

安
門

事
件

（
'8

9
)

　
日

本
主

導
で

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
・
サ

イ
エ

ン
ス

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

発
足

('
8
9
）

1
9
9
0

　
バ

ブ
ル

経
済

崩
壊

　
W

o
rl
d 

W
id

e
 W

e
b登

場
（
'9

1
）

　
IP

C
C

第
１

次
評

価
報

告
書

公
表

（
'9

0
）

　
ソ

ビ
エ

ト
連

邦
崩

壊
（
'9

1
）
、

東
西

ﾄ
ﾞｲ

ﾂ
統

一
（
'9

0
)

　
我

が
国

で
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

の
民

間
開

放
（
'9

3
）

　
米

国
で

大
統

領
科

学
技

術
諮

問
会

議
（
P
C

A
S
T
）
設

置
（
'9

0
）

　
湾

岸
戦

争
（
'9

1
)

　
ロ

シ
ア

も
参

加
す

る
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

計
画

開
始

（
'9

3
）

　
気

候
変

動
枠

組
条

約
採

択
、

リ
オ

・
デ

・
ジ

ャ
ネ

イ
ロ

で
国

連
地

球
サ

ミ
ッ

ト
開

催
（
'9

2
）

  
欧

州
連

合
（
E
U

)発
足

（
'9

3
）

　
米

議
会

、
超

伝
導

大
型

加
速

器
（
S

S
C

）
計

画
の

中
止

決
定

（
'9

3
）

　
米

国
議

会
技

術
評

価
局

（
O

T
A
）
廃

止
（
'9

5
）

　
阪

神
淡

路
大

震
災

('
9
5
)

　
環

境
基

本
法

（
'9

3
）

　
阪

神
淡

路
大

震
災

を
受

け
て

、
地

震
防

災
特

別
措

置
法

が
制

定
('
9
5
)

　
オ

ウ
ム

真
理

教
・
地

下
鉄

サ
リ

ン
事

件
（
'9

5
）

　
高

速
増

殖
炉

「
も

ん
じ

ゅ
」
ナ

ト
リ

ウ
ム

漏
れ

事
故

（
'9

5
）

　
地

震
予

知
推

進
本

部
が

廃
止

、
地

震
調

査
研

究
推

進
本

部
に

改
組

('
9
5
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

科
学

技
術

へ
の

不
信

の
高

ま
り

　
世

界
貿

易
機

構
（
W

T
O

）
設

立
('
9
5
)

　
科

学
技

術
基

本
法

制
定

（
'9

5
）

　
国

際
的

な
食

品
の

リ
ス

ク
管

理
機

関
で

あ
る

コ
ー

デ
ッ

ク
ス

委
員

会
が

リ
ス

ク
分

析
の

考
え

方
を

確
立

（
'9

5
）

　
第

１
期

科
学

技
術

基
本

計
画

が
閣

議
決

定
（
'9

6
）

　
IC

S
U

外
部

評
価

委
員

会
報

告
書

「
シ

ュ
ミ

ッ
ト

レ
ポ

ー
ト

」
に

お
い

て
科

学
的

助
言

の
重

要
性

を
指

摘
（
'9

6
）

　
英

国
で

B
S
E
へ

の
人

へ
の

感
染

が
社

会
問

題
化

（
'9

6
）

　
薬

害
エ

イ
ズ

事
件

を
き

っ
か

け
と

し
た

薬
事

法
の

改
正

（
'9

6
）

　
ア

ジ
ア

経
済

危
機

（
'9

7
)

　
C

O
P

3
に

お
い

て
京

都
議

定
書

採
択

（
'9

7
）

　
厚

生
省

薬
務

局
を

廃
止

、
医

薬
品

の
研

究
開

発
・
製

造
・
流

通
に

係
る

業
務

と
安

全
対

策
に

係
る

業
務

を
分

離
（
'9

7
）

　
東

海
村

で
J
C

O
臨

界
事

故
（
'9

9
）

　
英

国
政

府
が

指
針

「
政

策
策

定
に

お
け

る
科

学
的

助
言

の
使

用
」
を

策
定

（
'9

7
）

　
IC

S
U

・
U

N
E
S
C

O
共

催
の

世
界

科
学

会
議

で
ブ

ダ
ペ

ス
ト

宣
言

（
'9

9
）

2
0
0
0

　
日

本
・
中

央
省

庁
再

編
('
0
1
)

　
雪

印
乳

業
の

食
中

毒
事

故
（
'0

0
）

　
日

本
で

初
の

B
S
E
牛

発
生

（
'0

1
) 

　

　
ア

メ
リ

カ
同

時
多

発
テ

ロ
('

0
1
)

　
内

閣
府

に
総

合
科

学
技

術
会

議
設

置
、

科
学

技
術

政
策

担
当

大
臣

が
任

命
（
'0

1
）
　

米
国

が
京

都
議

定
書

か
ら

離
脱

（
'0

1
）

　
第

２
期

科
学

技
術

基
本

計
画

：
科

学
と

社
会

、
競

争
的

環
境

の
強

化
("

0
1
)

　
B

S
E
発

覚
を

契
機

に
、

食
品

安
全

基
本

法
の

制
定

('
0
3
）
お

よ
び

食
品

安
全

委
員

会
の

設
置

('
0
3
）

　
重

症
急

性
呼

吸
器

症
候

群
（
S
A
R
S
）
世

界
的

流
行

('
0
3
)

　
科

学
技

術
振

興
機

構
（
J
S
T
）
研

究
開

発
戦

略
セ

ン
タ

ー
（
C

R
D

S
）
、

日
本

学
術

振
興

会
（
J
S
P
S
）
学

術
シ

ス
テ

ム
研

究
セ

ン
タ

ー
設

立
（
'0

3
）

　
ヒ

ト
ゲ

ノ
ム

計
画

完
了

（
'0

3
）

　
日

本
学

術
会

議
法

改
正

（
会

員
選

出
方

法
の

改
革

等
）
（
'0

4
）

　
国

立
大

学
法

人
化

（
'0

4
）

　
食

品
安

全
委

員
会

が
B

S
E
問

題
全

般
に

関
す

る
報

告
書

を
公

表
('
0
4
)

　
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
発

生
（
'0

4
）

　
医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

（
P

M
D

A
）
設

立
（
'0

4
）

　
日

本
の

総
人

口
が

初
の

減
少

（
'0

6
）

　
全

米
競

争
力

評
議

会
が

"
In

n
o
v
a
te

 A
m

e
ri

c
a

"
パ

ル
ミ

サ
ー

ノ
報

告
（
'0

4
）

　
IP

C
C

が
ノ

ー
ベ

ル
平

和
賞

を
受

賞
（
'0

7
）

　
ソ

ウ
ル

大
学

フ
ァ

ン
・
ウ

ソ
ク

に
よ

る
E
S
細

胞
研

究
不

正
事

件
（
'0

5
）

　
タ

ミ
フ

ル
の

副
作

用
を

め
ぐ

る
利

益
相

反
の

発
覚

（
'0

7
)

　
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
（
'0

8
）

　
京

都
大

学
山

中
伸

弥
が

ヒ
ト

iP
S
細

胞
の

作
成

に
成

功
（
'0

6
）

　
米

国
で

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

の
科

学
（
S
c
iS

IP
）
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
始

（
'0

7
）

　
　

T
w

it
te

rサ
ー

ビ
ス

開
始

（
'0

6
）

　
英

国
王

立
協

会
が

「
科

学
政

策
セ

ン
タ

ー
」
を

設
立

（
'0

8
）

　
G

2
0
サ

ミ
ッ

ト
初

の
開

催
（
'0

8
）

　
米

国
競

争
力

法
（
'0

7
）

　
イ

レ
ッ

サ
の

副
作

用
を

め
ぐ

る
利

益
相

反
の

発
覚

（
'0

8
)

　
イ

タ
リ

ア
・
ラ

ク
イ

ラ
地

震
('
0
9
)

　
研

究
開

発
力

強
化

法
（
'0

8
）

　
ポ

ス
ト

京
都

議
定

書
の

合
意

に
失

敗
（
C

O
P
1
5
、

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
）
（
'0

9
）

　
行

政
刷

新
会

議
(事

業
仕

分
け

)（
'0

9
）

　
IP

C
C

デ
ー

タ
の

取
扱

い
に

つ
い

て
ク

ラ
イ

メ
ー

ト
ゲ

ー
ト

事
件

（
'0

9
）

　
米

国
オ

バ
マ

大
統

領
が

政
策

形
成

に
お

け
る

科
学

の
健

全
性

の
回

復
に

向
け

た
取

組
み

を
指

示
（
'0

9
）

2
0
1
0

　
中

国
の

G
D

P
が

世
界

第
２

位
に

（
'1

0
）

　
英

国
「
政

府
へ

の
科

学
的

助
言

に
関

す
る

原
則

」
を

策
定

（
'1

0
）

　
行

政
事

業
レ

ビ
ュ

ー
開

始
（
'1

0
）

　
薬

害
C

型
肝

炎
訴

訟
を

き
っ

か
け

と
し

た
「
医

薬
品

行
政

の
あ

り
方

検
討

委
員

会
』
報

告
書

（
'1

0
）

 東
日

本
大

震
災

、
福

島
原

発
事

故
（
'1

1
）

　
科

学
技

術
へ

の
信

頼
の

失
墜

、
日

本
の

科
学

的
助

言
体

制
に

内
外

か
ら

批
判

　
　

ラ
ク

イ
ラ

地
震

に
関

連
し

て
科

学
者

が
有

罪
判

決
(そ

の
後

、
逆

転
無

罪
)（

'1
1
）

　
　

国
内

の
原

子
力

発
電

所
全

面
停

止
（
'1

1
）

　
文

部
科

学
省

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

に
お

け
る

『
政

策
の

た
め

の
科

学
』
の

推
進

」
事

業
（
S
c
iR

E
X
事

業
）
開

始
（
'1

1
）

　
放

射
性

物
質

に
よ

る
食

品
の

汚
染

('
1
1
)

　
内

閣
府

「
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

政
策

推
進

の
た

め
の

有
識

者
研

究
会

報
告

書
」
公

表
（
'1

1
）

　
ア

ラ
ブ

の
春

（
'1

1
)

　
E
U

委
員

長
主

席
科

学
顧

問
設

置
（
'1

2
、

'1
4
に

合
議

体
制

へ
）

　
国

際
宇

宙
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

完
成

（
'1

1
）

　
食

品
に

お
け

る
放

射
性

物
質

の
新

基
準

値
設

定
（
'1

2
）

　
福

島
原

発
事

故
を

受
け

て
、

原
子

力
規

制
委

員
会

の
設

置
（
い

わ
ゆ

る
「
３

条
委

員
会

」
）
（
'1

2
）

　
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
利

用
の

本
格

化
（
'1

2
）

　
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
政

府
間

科
学

政
策

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
IP

B
E
S
）
設

立
（
'1

2
）

　
高

血
圧

治
療

薬
バ

ル
サ

ン
タ

ン
臨

床
試

験
の

不
正

発
覚

（
'1

3
）

　
日

本
学

術
会

議
が

「
科

学
者

の
行

動
規

範
 」

を
改

訂
、

科
学

と
社

会
、

科
学

的
助

言
の

項
を

新
設

（
'1

3
）

　
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

の
普

及
（
'1

3
）

　
E
U

の
S
T
I政

策
"
H

o
ri
zo

n
 2

0
2
0
"
が

ス
タ

ー
ト

('
1
4
)

　
国

連
事

務
総

長
科

学
諮

問
委

員
会

が
設

置
（
'1

3
）

　
エ

ボ
ラ

熱
世

界
的

流
行

('
1
4
)

　
IC

S
U

の
支

援
に

よ
り

第
１

回
世

界
科

学
顧

問
会

議
（
IN

G
S

A
)開

催
（
オ

ー
ク

ラ
ン

ド
） （

'1
4
）

　
国

債
等

1
0
0
0
兆

円
超

え
（
'1

4
）

　
理

研
小

保
方

ら
に

よ
る

S
T
A
P
細

胞
研

究
不

正
事

件
（
'1

4
）

　
総

合
科

学
技

術
会

議
が

「
総

合
科

学
技

術
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

会
議

」
へ

改
組

（
'1

4
）

　
In

du
st

ri
e
 4

.0
概

念
の

世
界

的
普

及
（
'1

4
）

　
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
産

業
技

術
総

合
開

発
機

構
（
N

E
D

O
）
技

術
戦

略
研

究
セ

ン
タ

ー
設

立
（
'1

4
）

　
国

連
「
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
S

D
G

ｓ
）
」
採

択
　

　
国

連
、

S
D

G
ｓ
達

成
に

向
け

て
科

学
と

政
治

の
架

橋
の

協
調

　
C

O
P

2
1
に

お
い

て
気

候
変

動
に

関
す

る
パ

リ
協

定
採

択
（
'1

5
）

　
日

本
で

初
の

外
務

大
臣

科
学

技
術

顧
問

設
置

（
'1

5
）

　
伊

勢
志

摩
G

-
7
サ

ミ
ッ

ト
('
1
6
)

　
ダ

ボ
ス

会
議

で
「
第

４
次

産
業

革
命

」
を

提
唱

（
'1

6
）

　
科

学
技

術
基

本
計

画
（
第

５
期

）
に

お
い

て
初

め
て

科
学

的
助

言
に

関
し

て
記

述
（
'1

6
）

　
米

国
ト

ラ
ン

プ
大

統
領

就
任

('
1
6
)

　
米

国
パ

リ
条

約
離

脱
('
1
6
)

　
国

連
「
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
S
D

G
ｓ
」
に

関
す

る
科

学
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

（
S
T
I）

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催
（
'1

6
～

）

　

　
”
国

際
協

調
主

義
”
と

”
一

国
主

義
”
の

対
立

、
"
P
o
st

-
tr

u
th

"
時

代

　
国

を
超

え
る

IT
巨

大
企

業
（
G

A
F
A

)の
台

頭
　
国

際
学

術
会

議
（
IS

C
）
の

発
足

、
国

際
科

学
会

議
（
IC

S
U

)と
国

際
社

会
科

学
協

議
会

（
IS

S
C

)の
合

併
('
1
8
)

第
３

回
世

界
科

学
顧

問
会

議
（
IN

G
S
A
)東

京
で

開
催

（
'1

8
)




